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夜空に
咲く

1 万発
第20回記念 足立の花火大会

～ありがとう20年　足立の未来ヘ～
7月23日(木)午後7時15分～8時45分
( 打ち上げ開始午後7 時30分) ※荒天の場合は24日に順延

荒川河川敷
千住新橋～
西新井橋間

当
日
は
大
変
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。観
覧
等

に
つ
い
て
は
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

会
場
で
ご
覧
の

皆
さ
ん
へ

▽
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
禁

止
で
す

▽
立
入
禁
止
区
域
(
図
1
)

に
は
危
険
で
す
の
で
入
ら
な
い
で
ぐ
だ

さ
い

▽
千
住
新
橋
、
西
新
井
橋
上
か

ら
の
観
覧
は
禁
止
で
す

▽
会
場
内
に

は
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

自
転
車
に
よ
る
ご
来
場
は
禁
止
で
す

▽
ゴ
ミ
は
所
定
の
場
所
に
捨
て
て
く
だ

さ
い

※
な
お
、
会
場
内
に
警
察
、
消

防
の
本
部
、
救
護
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

緊
急
の
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔
」(
千
住
側

と
梅
田
側
の
2
カ
所
)
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
待
ち
合
わ
せ
等
に
ご
利
用
く
だ

さ
い

図1　 立入禁止区域・観覧場所等

ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
へ

▽
会
場
周
辺
の
道
路
(
図
2
青
色
部

分
)
は
、
午
後
6
時
か
ら
終
了
予
定
の
9

時
3
0分
ご
ろ
ま
で
、
車
両
は
通
行
禁

止
と
な
り
ま
す

▽
通
行
禁
止
区
域
内

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
所
轄
の
警
察
署

で
通
行
許
可
証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い

▽
首
都
高
速
中
央
環
状
線
千
住
新

橋
出
入
口
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

図2　交通規制案内( 午後6時～9時30分ごろまで)

花
火
会
場
付
近

の
皆
さ
ん
へ

危
険
物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

等
に
、
防
炎
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど
、

安
全
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
企
業
・
営
業

所
の
皆
さ
ん
へ

花
火
を
美
し
く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

足
立
の
花
火
の
あ
ゆ
み

大
正
1
3
年
の
千
住
新
橋
開

通
を
記
念
し
た
「千
住
の
花

火
」が
始
ま
り
。戦
争
等
に

よ
る
一
時
中
断
(
昭
和
1
5
～

2
3年
)
を
は
さ
み

、
昭
和
3
4

年
ま
で
続
き
、
諸
事
情
に
よ

り
中
止

。

昭
和
5
4
年
に
現
在
の

「
足

立
の
花
火
大
会
」
と
し
て
復

活

。
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親

し
ま
れ
、
今
年
で
2
0
回
目
を

迎
え
る

。3
0
0
mの
ナ
イ
ア
ガ

ラ

、
高
さ
3
0
m
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
な
ど
が
記
念
の

大
会
に
花

を
添
え
る

。

問
先
=
観
光
協
会
事
務
局
(
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

交
通
安
全
の

お
し
ら
せ

□
夏
休
み
の
交
通
事
故
に
注
意

学
校
が
夏
休
み
に
な
る
7
月
8
月
は
、

屋
外
で
の
遊
び
も
多
く
な
り
、
子
供
た

ち
か
交
通
事
故
に
遭
う
機
会
も
増
え
ま

す
。
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
は
。
大
人
が
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
手
本
を
示
し
、
そ
の
場

に
応
じ
て
具
体
的
に
く
り
返
し
教
え
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

通
学
路
や
家
の
周
辺
を
子
供
と
一
緒

に
歩
き
、
安
全
な
歩
き
方
や
道
路
の
横

断
の
方
法
、
危
険
な
場
所
な
ど
を
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
の
多

く
は
夕
方
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
子
供

の
服
は
目
立
つ
よ
う
な
、
明
る
い
色
の

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
、
持
ち
物

や
自
転
車
に
反
射
材
を
付
け
て
利
用
す

る
の
も
効
果
が
あ
り
未
す
。

交
通
事
故
は
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
不
注

意
で
起
こ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
身
近

で
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
で
考
え
、
注
意
し
あ
う
な
ど
、

交
通
事
故
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

□
足
立
区
内
で
交
通
事
故
多
発

特
に
週
末
の
夜
間
に
集
中
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。
信
号
は
必
ず
守
り
、
横

断
歩
道
を
正
し
く
渡
り
ま
し
ょ
う
。
夜

間
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず
ラ
イ
ト

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
交
通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
警
察
署(

3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署(

3
6
2
0
)
0
1
1
0

□
や
め
よ
う
!
　
う
っ
か
り
放
置

駅
前
周
辺
3
0
0
m以内
は
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
で
す
。こ
こ
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、
撤
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転

車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。
引
き

取
り
の
際
に
は
撤
去
料
の
2
千
円
を
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月

を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

夏
休
み
期
間
中
は
、
学
生
の
自
転
車

放
置
が
目
立
ち
ま
す
。「
う
っ
か
り
放

置
で
、
撤
去
料
を
支
払
う
」と
い
う
こ

と
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

レ
ッ
ツ
　
ゴ
ー
!

行
か
ね
ば
生
か
せ
ぬ
　
こ
の
一
票

参
議
院
議
員
選
挙

投
票
日
7
月
1
2
日
(
日
)

投
票
時
間
が
2
時
間
延
長
さ
れ
ま
し
た

投
票
時
間
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
減
ら
そ
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
/
中
小
企
業
商

工
相
談
/
児
童
館
こ
ど
も
・
子
育
て
相
談
/
保
健
福
祉
ガ
イ

ド
/
掲
示
板

4
面
▽
▽
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区内中小企業支援啓発標語　足立区で　買おう　食べよう　 頼もう
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2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(

代
)

凡例

申
込
…
申
込
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金
・
税

障
害
基
礎
年
金

「
現
況
届
」
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
基
礎
年
金
苳
受

け
て
い
る
詼
の

方
に
、
「
現
況
届
」
の
用
紙

奪
a

砧

日
に
郵
枦
¥
C

た
。

対
象
=
2
0
歳

前
の
男
気
や
ヶ

ガ
に
よ
る
障
書
釡

昵
年

金
の
受
給
者
/

福
祉
年
令
が
ら
切
口
醪

え
叭

れ
た
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
者

戻

況
届
」
は
引
き
続
き
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必

妥
″
蔘

纃
声
や
夛

。
必

要
1

畧

県
(

し
押
印
り
冫
ぺ

必
ず
7

月
3
1日
ま
で
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

な
あ
、
同
時
に
「所
侭
審
西

も
行
い

ホ
歹
の
で
、
所
得
が
な
い
樊
で
も
、

米
申
告
の
汚
は
、
前
年
分
(
9
年
中
)
Q

町
得
に
つ
い
て
区
民
税
の
甲
栄
苳
膚

ま
せ
て
お
い
て
吸
だ
さ
い

仍
年
1
月
1

日
現
在
の
住
所
地
刄
に
っ
て
く
だ
さ

い
)
。

申
・
問
先
=
国
民
年
金
課
給

付
係

老
後
の
た
め
の
助
け
合
い
!
!

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳

箪
李

刄
6
)

か
ら
叩
眼
ま

で
の

方
は
、
必

ず
箆
民
年
金

・
厚
生
年

金
・
共
済
變
一
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
台

□
国
民
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

ま
だ
隻

彫

加
入
し
て
い
な
い
方
、

会
社
な
ど
蔘
や
め
て
厚
生
年
金
等
の
賢

塋
區

笑
レ

蛋

汞

の
方
、
目
鴬
顕

者

に
な
っ
た
方

□
国
民
年
金
を
や
め
る
手
続
き
を

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
就

職
し
、
早
生
年
金
等
に
加
入
し
た
時

□
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
万
の

扶
一
石

な
っ
た
配
偶
者
9
4

ほ
、
足
立

区
へ
手
欹
謇
i

名

こ
と
7
4

被

保

険
者
に
な
町
乖

歹
。

□
将
来
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

郢
綫
～
3
4
織
で
、
国
民
年
金
加
入
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
(
公
的
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
)
方
に
は
、
基
礎
年

僉
番
譽
簒
茹
ら
せ
し
、
年
命
芋
恨
と

納
付
・
雲
餮
り
し
李
y
。
ご
理
解
く

だ
さ
い

問
先
H

国
民
年
金
課
適
用
係

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
冫
し
て

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
方
に
は
、

一
定
期
間
の
納
付
を
魚
除
す
る
制
厦
が

あ
n
承
T
。
申
込
=
印
鑑
、
豐
享

帳
ま
`
ほ
祠
付
!
″
痔
参
申
先
=
国

民
年
金

撃

恩

は
各
区
民
事
務
所

※

学
生
の
万
が
免
除
啻

幤
單

歹
る
場
合
は
、

必
要
書
類
が
屬
い
蚕

夕
の
で
お
問
い

合

わ
臂
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
国
民
年
令
澀

保
険
料
係

税
金
・
保
険
料
の
支
払
い
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
汳
艮
税
、
匡
艮
健
康

保
険
科
、
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い

煢
口
座
振
醪
に
す
夊
y
と
、
納
同
左

に
自
動
的
に
司
登
夛
き
れ
ホ
了
。
時

間
も
節
約
で
戛
納
ぬ
淤
y
な
ぐ
安

心
で
罵

申
込
=

窓
口
に
預
(
貯
)
金

通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の

靹
付
一

膏
痔
穆

申
先
=

預

貯

金
囗
座
の

あ

ゑ

嚴

機
関
齠

便
箜

畧
呂
)

、
次
た

は
区
擺

憇

囗
、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
諒

庶

民
税
・
鉐
呎
税
…
納
税
課

箟
貍
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・
・
国
民

健
棄
保
険
驛
収
納
管
萍
係

▽
国
民
年

金
保
険
料
・・・
国
民
箆

譟

保
険
科
佩

国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
が
決
ま
り
ま
す

□
7
月
2
1
日
に
お
送
り
し
ま
す

「
国
民

健
康
保
険
料
納
入
通
知
書
」

1
0年
度
住
民
税
の
儼
足
に

伴
い

、
今

年
度
の
国
民
囑

霧

険
料
か

決
ま
n
ま

す
。
保
険
料
決

窖
皿
知
書
と

、7
月
～
9

月
分

納
付
一

お
よ
び
一

括
払
込

用
(
7

月
A

月

全
納
男

納
付
書
夸

7
月
2
1
日
に
郵

送
じ
豕
す

。
た
び

し
)、1
0

年
度
庄
民
税

が
確
足
し
て
い
な
い
方
(

申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な
ど
)

は

、9

竿
蹇

旨

寝

に
篆
う
い
て

計
算
し
て

あ
9

豕
y

。
こ
の
場
合
は

、
今
年
度
の

住
民
税
が
確
定
し
に
時
点
刄

正
し
い

保
険
料
縊

肇

じ

た
納
入
通
知
睾
を
£

送
n
じ

豕
す

。

問
先
=
m

健
康
保

険
課
資
格
賦
課
係

□
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
闖
稾
保
険
料
の
納
朋
耆
謐
可

末
日
y
す
。特
別
な
理
由
も
尽
く
納
め

な
い
で
い
x
と
、差
し
押
さ
凡
処
分
を

受
リ
9
y
叭
あ
り
尽
y
。災
名
や
病

気

、
倒
歇
弧
こ
の
事
疇
の

菷
{
芳

は

、

納
付
方
法
に
つ
い
て

、
い
っ
で
夊
}

相

談
く
だ
さ
い

。

問
先

罠

健
康
保

険
課
濳
納
瞎
理
第
一
・
二
係

生
活

環
境

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
與
旌
蒋

み
の
区
域
刄

玄

関

な
ど
に
取
吟
付

け
て
あ
る

猛

簔

示

板
祿

伍
め
ア
ル
ミ
板
)
岑
破
損
・
紛
失

し
て
ぃ
崟

つ
た
方
に
は

、
窓
口
に
て

新

し
い
表
示
圻
を
無
料
で
再
交
付
し
て
い

奪

歹
。

申
・
問
先
日
住
居
表
示

衵
碼

「
大
気
汚
染
の
9
年
度
測
定
結
果
」

環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
ご
協
力
を

大
気
汚
染
の
状
洩
を
把
孥
客
た
め

に
、鹿
浜
・
東
和
-
宮
城
の
l
刀
所
に

大
気
監
視
靈
が
唇
a
象
y
。9
年
度
の

剪
定
結
果
(
表
よ
で
ほ
、二
酸
化
硫

稗
官
地
点
と
匁
鏡
輩
厘
か
J
筬
し
、

年
々
滅
少
し
て
い
事
了
か
、そ
の
ほ
か

の
l
項
i
m
は
環
境
落
石
憑
?
齊
?
、

ほ
ぽ
嗔
ぱ
い
状
零
奎
。裘
气
酸
性

雨
の
常
時
測
定
の
葩
果
、年
平
均
珱
が

副
値
u
こ
酸
性
を
7
¥
n
た
。

大
気
汚
染
の
壽
陬
因
は
詆
葷
の

排
哂
刀
ス
と
い
わ
れ
て
い
ネ
罵
環
境

奩
`
く
す
夂
y
た
め
に
、マ
イ
カ
ー
の
使

用
4
癌
・
灸

湮

侃

晢

兄
9

穹

一

層
の

ご
協
力
套

齟

い
い
た
」‥乖
7

。

問
先
=
環
篤
課
調
査

(
1
)
I
5

表1　 平成9 年度年間平均値

減らそう　ダイオキシン
冫

刄

燃

や
す
と
、

ぱ
い
煙
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の

有
笋
な

物
質
が
出
る
婦
合
が

あ
n
兎
す
。

そ
'
」
刄
東
東
都

公
胄
防
止
条
例
は
、

著
し
い
ぱ
い
煙
や
有

笋
な
物
質
が
出
る
、

ゴ
ム
、
油
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
y
菘
燃
や

し
た
り
、
屋
外
で
大

量
に
も
の
蠡
徊
さ

廿
番
y
壘
毘
し

て
い
ネ

す
。

妄
り
に
、
東
京
都

『
小
型
焼
却
炉
に
係

る
ぱ
い
に
&
侈
夕

イ

オ
キ
シ
ン
類
排
出

抑
制
指
導
要
綱
』
が
、

7
月
λ

口
に
施
行
さ
れ
ま
い
弓

区
民
の
皆
煢

ん
に
牋

次
の
'
左

に

ご
協
力
お
願
い
し
祟
歹
。

▽
廃
棄
物
Q
郤
?
リ
サ
イ
ク
ル
奮
偃

底
し
て

ゴ
ミ
を
參

♀

努
力

▽
簡
屏
¥
恚
露
勁
炉
は
、
ア
齊
る
だ

け
呎
習

い

▽
野
焼
孝
や
ド
ラ
ム

缶
等
蚩

便
つ
だ

俔

却
腆

尅

い

な
お

、
既

ぼ

、
今
年
の
4

月
1
日

か
ら
区

施
設
で
の
呎
却
炉
の
便
用
を
や

め
て
い
ホ
チ

。

問
先
=

環
境
課

□
ゴ
ミ

を
減
量
す
る

に
は

ゴ
ミ
奎
鵞
夛
に
は
、
次
?
5
な

惨

兄

の
取
り
絅
み

が
大
切
で
す
。

▽
紙
コ
ッ
プ
や
紙
皿

な
ど
の
使
い
纃
て

容
莽
以
″
茗

べ
く
卯

限

い
。

▽
芦
い

物
に
は
マ
イ

バ
ッ
グ
登

餮

し

、

二
気
包
装
や
過
剰
包
薮
は
断
る
。

▽
ビ
ー
ル
り
兀
こ
升
び
ん
な
ど
の
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
ア
(
は
、販
売
禝
吻
?
。

▽
陌
め

帶
凡
商
品
{
″
莉
用
す
る

。

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ート
レ
ー
・
ニ
カ
ド

電
池
な
ど
店
頭
回
収
に
協
力
す
る
。

▽
新
聞
・
雑
誌
・
段

ポ
ー
ル
・
び
ん
I

陥
ほ

、
分
別
し
て

賢
源
ゴ
ミ
と
し
て
出

す
。
ま

肥
は
地
域
の

集
団
回
収
に
出
す
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
諌

児
童
館
こ
ど
も

・
子
育
て
相
談

遊
び
や
仲
閧
つ
く
り
、
家
庭
で
の
膏

児
な
ど
、
困
っ
た
と
卮
誠
唖
咬
拍

談
く
だ
さ
い
。
集
い
の
企
回
、
工
作
、

ゲ
ー
ム
指
導
の
相
脈
な
ぐ
恥
窓
β
し

て
い
ホ
y
。
相
談
日
=
火
士
虚
日
、

午
前
1
時
～
午
後
5
時

啝
屬
児
童
館
=

西
保
木
間
児
童
館

(―
)
1
1
1
4

中
部
児
蓖
館
考
入
館

?
-
)
4
6
6
1

西
部
場
悪
霎
人
館

?
―
)
5
0
1
6

千
住
児
扇
霎
入
館

(
-
)
2
J
5

教
育
研
究
所
の
就
学
相
談

来
年
↓
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
、

心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子

穴
兄
の
就
学
相
`
翆
仔
つ
て
い
零
歹
。

日
時

誌

購
冐

曜
日
大

厦

日

観

日

を
瞭
く
)
、午
前
1

時
I

午
後
i

時

※

電
話
で
お
申
し
込
み
く
″
き

い

場
・

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所
就
学
相
談
担

当

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

□

教
育
研
究
所
の
臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
の
な
め
&
月
2
日
剛

は
啅
時
休
館
し
重
一
。
問
先
=
教
育
研

究
所
?
a
a
)
～
1

補
正
予
算
可
決

1
0年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
、
6
月

の
第
2

回
定
s
<
R
'で
可
決
さ

れ
声

レ
た
。

内

容
は
小
・
中
学
校
の
施
設
塵
爾
費
5

偲
1
千
6
1
4万
冫
千
円
で
す
。《
予
算
課
》

小規模特別資金が充実　借りやすくなります
区内中小 企業主 の方を対象

とした 「小 規芻騨咎別賢召瓮」カi 8
月1 日から、下讌砌)ように

充実します。 運転資金、設 備

資金の必要 な方はご相談く だ
さい。
なお 、こ の資金を利用でき

る 方 は 直 近3 ヵ 月 間 ま た は1

年 間 の 売 り 上 げ 額 等 力 黹咋 賢 司

β秘 切 と 且コ鮫 し て8% 缸廴匕 浹鉐少

し て い る こ と な ど( X) すi f F カ戈あ

り ま す 。 く わ し く は 耄丿 司 い 合

わ せ く だ さ い 。 問 先= 産 業

苡 興3 羂 俗鰐 係

お気軽にどうぞ　中小企業商工相談
専門 矢{諏 と経験を持つ 相談

員が中小企業 の皆さ心 相談
を無料で行っています。こ れ
から事業を 始めたい方、 現在

事業をやっているか今後の 経
営をどうするか考えてい る方

など、どんな相談でも結構で
す。柤邸こ方法は、電話または
ー- 一

約も受け付けます。日時=
月～金曜日、午前1C爵～午彳変
4時 申・問先 四 口謗搴

事業系ごみの減免シールの交付

生 皿

負担を羲丿呎するた め、- j 定枚
数の橇免シ- ルを交付し ます 。
対叙=23 凶 内に搴 梟所カQ6 り、
窟I x して1 年以t 事蓁 を俔 ん
でいる倣人事業者6 攀茎主を

含め従業者5 人以泗 で、平成9
年分o 年間所 碍金覯1971 〕

刀円以下のが 内容=x 皿) ①
・( x から 遭l i t・・( 1) 51 相当 シ
ー皿 忿蓊1挫iシーJ レ
瀏 夊、2 忿相当 シールa 放 、10
老相当 シーJ 眄( 黻 の合 計

複 数 廡①・( xと も9 月 以
降の申aj 3 は での月によ って、

λ 1 亅 枚 数 か 決 ま り ま す 申 込=

手 数 翦4 眤 免 申 昌は5 よ ぴ 賢

格 確 詔 咨/ 官 公 署 の 受 け 付 け

印 ・- 一 一

確定申占喜の控えまたはこれ

に代わるもの/運転免a惴征・

ヒ黠aj 尨孵t 訝t 四l t i y、本人であ

ることを確綛できるもの/印

鑑を窓口↓ こ擂冫掫胃=7月

1日～n年6月匐日間先=

都 ・ 印 舁 泰 清 掃 事 務 所

03889- 0711

都 ・ 鈩w 丙 屑 掃 亊l 嗣i

1S3B53- 2141

区 ・ 作 画 部 移 簪 悍 禰 隋1 肖

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題

東
京
に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が

恚
汞
り
、
多
く
の
企
葉
が
翦
乙
て
い

>
J
Q
こ
と
か
ら
、
東
京
の
同
和

問
題
の
特
'
」
し
て
、
就
顎
諾
別
、
言

葉
に
よ
る
箆
別
等
が
数
多
く
発
男
‥
そ

い
奪
歹
。
就
職
差
別
と
ほ
、
本
人
の
能

力
に
関
係
な
く
、
同
和
旭
区
出
身
者
で
&

粲
」
と
に
よ
っ
て
泯
職
に
あ
た
っ
て
`

罰
さ
れ
る
こ
な
争
。
鶯
葉
に
よ
る

郎
周
の
例
と
し
ア
ほ
、
公
共
施
黔
涎
ど

ア
竟
つ
か
っ
て
い
る
差
別
的
な
落
書
き

や
張
n
疵
等
が
あ
n
乖
y
。
昨
年
か
ら
、

今
年
に
か
け
て
、
都
内
で
は
、
差
別
(

ガ
キ
事
件
が
発
生
し
て
い
ホ
T

。
こ
れ

ら
は
同
和
籾
区
哭

々
蠹

霤
罕

鳧

ほ

か
り
で
な
ぐ
、
新
た
な
部
落
差
別
が
唄

怠
9
筈
悪
質
な
も
の
で
あ
り
、
特
定

の
個
人
に
対
し
、
同
和
地
区
出
身
者
の

公
表
等
を
内
容
と
す
る
脅
迫
的
な
″
勁

(
ガ
キ
も
稀
口
さ
れ
て
い
ホ
y
。

'
れ

ら
の
差
別
に
対
し
刄

私
た
ち

は
何
を
し
た
ら
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。

第
一
に
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し

い
認
識
と

習

翼

痔
つ
こ
と

。

第
二
に
、
間
違
っ
た
考
λ
方
を
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
誤
9

拓

萌

」
理

蟹

莽

る

。

第
三
に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
等
、

身
の
豕
つ
り
に
圭

に
日
廖
鷓

き
、
そ
貉
{
を
取
n
除

い
て

い
ぺ『『

和
旭
区
出
身
者
の
人
々
が
、
藁
別

に
よ
り
不
当
に
基
本
的
人
権
を
侵

害
さ

れ
る
こ
こ
の

な
い
、
明
る
い
外
蓋

岑
梟

か
～

◎
問
い
合
わ
せ
は

、
同
和
対
策
担
当
へ

掲
示
板

□
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
7
月
2
3
日
啝
-
2
4
日
啝
午
前

1
0眄
～
午
後
6

時
卻

が

場
所
=
東
京

都
庁
(
都
民
広
褥
ほ
か
)

内
容
=
講

演
会

戻

谷
健
次
郎
)
/

コ
ン
サ
ー
ト

ほ

ん
ぱ
ひ
ろ
ふ
み

、
秤
さ
/

郷
土

芸
觴
ほ
か

問
先
=

都
・
同
和
対
策
部

賢

莚

蒭

係

(―
)
2
a
8

□
無
料
法
律
・
公
証
・
人
権
相
談
所
、

子
ど
も
の
人
権
相
談

所
の
開
設

日
時
=
7
月
郤
日
困
・
1
7
日
図
、午
前

1
0
時
1
5
分
～
午
後
t
時
胥
け
衍
け
は

λ

笳

岔
豕

ふ

場
所
=

西
武
日
貸

店
池
袋
舌
了
階
{
く
β
1
}
の
相
談
コ
ー

ナ
J

内
容
こ

曄
/

公
正
証
一

の

作
成
/
人
権
舍

収
/
罕

箚
y
の
人
権
な

ど
相
談
s
=
弁
護
士
/
公
証
人
/
人

権
擁
護
委
貝

問
先
=

罌

屁

務
局
人

権
擁
護
部
第
三
課(

1
1
4
)
9
3
1

□
ジ
ュ

ニ
ア
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大

会日
時
=
o
o
m
;
2
3
日
面
、
午
前
1
時
開
会

撮
附
=
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
対
象
=

区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
幸
生
T

チ
ー
ム
4
圭
。男
女
別
費
用

い
L
爭
I
ム
2
千
円
申
込
=
(
ガ
キ

に
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
、

選
書
笳
萌
記
期
限
ル
L
月
別
日

申
・
問
先
=
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
連

盟
・
村
井
〒
図
・
り
4
西
加
平
―
-

8
-
2
7
霓
1
)
a

□
隅
田
川
水
辺
音
楽
祭

日
程
=
7

月
3
0日
困

場
所
よ

褫

区

立
隅
田
公
園

、
浅
草
公
会
堂

内
容
辱
=

▽

水
辺
ク
ル

ー
ズ
(

正
午
か
ら
l

回

。

先
慧
岨
)

▽
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ダ
イ

ア

シ
ョ
ー

♀

彎

函

な

り
)

▽
因
幡

臭
ぽ

か
コ
ン
サ
ー
ト

吊

後
6

時
。
往

復
(
ガ
キ
で

。
月
1
4
E
必
着
)

申
・
問

先
=

都
・
河
川
部
計
画
課
〒
旧
・
8

?

襾
薪

宿
2
1
8
1
1

(
―
)
5
4
1
5

□
小
台
処
理
場
見
学
会
&
ミ

ニ
フ
ェ
ア

日
時
=
7

月

卿

晶

、
午
前
1
0
陬
～
午

後
1
陬

内

容
=
籌

瞽

學

僉
/

ア
ニ

メ
映
画
/
忿
魚
す
く
い
/

ゲ
ー
ム
大
会

ほ
か

場
・
申
・
問
先
=

都
・
小

台
処

理
場

　
(

～
)
7
8
I

□
東
京
近
代
水
道
1
0
0周
年
記
念

「
水
道

ふ
れ
あ
い
広
場
」

日
時
=
7
月
1
9
ぼ
面
、午
前
1
0
陬
～
午

後
3

時

場
所
=
金
町
浄
水
場

内
容
H
t
l

見
学
/
忍

な
胥

哭

郎
シ
ョ

ー
/
ア
グ
ネ
ス

ー
チ
ャ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
/

ミ
ニ
ま
駆
サ

ー
キ
ッ
ト
ほ
か

問
先
=
都
・
水
溽
罘
毘
調
整
課
記
念

事
業
係
　
(
Q
?
爻
6
1

保
健
福

祉
ガ
イ
ド

ご
存
じ
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
の
不
目
由
な
方
が
、各
種
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
奮
謌
る
た
め
に
必
霰
な

手
帳
で
す
。障
害
視
覚
、聴
气
平
衡
機

能
、音
声
、冒
語
、そ
し
ゃ
く
機
能
、肢
体

不
自
由
、心
臓
、兄
臓
、呼
吸
器
、ぼ
う

こ
う
、直
腸
、小
腸
機
能
}
の
程
度
に
よ

り
、1
廴
刄
`
の
等
級
が
あ
り
李
T
。手

帳
の
又
付
に
必
要
な
診
断
S
(
各
福
祉

事
務
所
に
あ
Q
i
y
)
の
費
用
の
7
石
、

一
部
丙
邵
障
宵
は
1
千
円
そ
の
他

の
阻
害
は
冫
千
円
が
限
茗
受
叺
が
禰

卵
¥
チ
。な
匍
、手
晰
取
得
後
は
、

補
装
具
、日
常
牛
居
用
具
″
`
こ
の
給
付

の
相
砂
原
好
付
け
て
い
埀
y
。申

・
問
先
=
各
砺
祉
亊
穆
所

汳

殳

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
客
者
戀

の

万
が
各
種

の
援
護
夲
尽
丹
忝

た
め
に
あ
黎

な
手
帳

で
y
。阻
害
の
程
度
で
l
～
t
度
の
等

級
が
蒭
‥乖

歹

。
申
・
問
先
=

マ
1
8歳

以
上
の

方
・
・・
都
・
心
身
降
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
(
4
)
6
1
4
1

▽
迴

筆
画

の
万
・・
都
・
足

立
児
童
相

談
所

　
(
I
4
)
1
1
?

亰
い
ず
れ
り
手
帳
の
万
も

、
次
の
婦
合

は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け

出
を
し
て

く
″
吉

い

。

住
所
套
吏
/
氏
名
変
更
/

死
亡
/
手

帳
の
紛
失
・
破
損

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す

対
象
=
心
身
の

悪
気
や
障
纃
な
ど
に
よ

り
日
常
牟
寐
を

営
む
の
に
支
障
の
Q

、

お
お
ひ

座

高

以
上
の
方
、
ま
肥
は
鬣

度
の

心
身
障
筈
者

殤

の
い
る
冢
庭

で

、
覃
啀
で
の
介
護
が
困
難
な
万

内

容
=
食
事
の
世
話
/

衣
類
の
洗
濯
/

僅

居
の
掃
除
/
旻

瑟

需
品
の
芦
い
物
/

医
療
機
関
あ

課
/

歳

介
助
/

官

公
脊
辱
{
¥

続
屡

代
行
な
ど

派
灣
時

間
=
1

時
間
濫

厦
と
し
て
調
査
の

・
冫

涙

遣

※
介
護
を
し
て
い
る
方
が

休
隻
啻
と
っ
た
り
、
公
的
行
事
等
へ
穆

加
す
る
珊
合
に
も
利
用
で
膏
乖
T
(
年

間
3
6
時
間
夲
吸
扈
派
遣
時
間
帯
=

午
前
分
時
～
午
後
i
時
※
食
事
・
排

せ
つ
一
通
院
・
肴
帶
え
の
介
助
等
、
特

別
～
早
朝
(
午

前
7
時
ふ
時
)
、
夜
間
(
午
後
1
時
y

9
時
)
の
派
瓊
も
あ
2
豕
y
。
費

用
=
牛
肝
中
心
者
の
峅
耨
に
応
じ
て
貝

担
申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所
簔
2

高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
・

日
常
生
活
用
具
等
給
付
事
業

日
常
生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め
に

□
高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成

対
象

―

卮
で
常
時
産
夢
辰
手
&
状
懇
に
あ
る

方

内
容
=

浴
黶
/
玄
関
等
/
台
所
/

ト
イ
レ
/

居
至

□
高
齢
者
日
常
生
活
用
具

対
象

―

き

り
や
、
ひ
と
り
饗
p

し
等
の

高
齢
者

一
冒
=

特
殊
寝
台
/
マ
ッ
ト
レ
ス
/

腰

掛
け
便
座
/
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
/

電
磁
調

狸

″
/
特
殊
尿
器
/

自
励
消
火
装
置
/

火
災
報
知
器
/
單
い
す
/

歩
行
器
/

ガ

ス
安
余
y

ス
テ
ム
/

入
浴
禰
助
用
具
/

難
燃
怜
覆

具
/

洗
髪
器
/

空
気
灣
浄
器
/

ベ
ッ
ド
弓
ア
ー
ブ
ル
/

介
護
用
リ
フ

ト
/

移
励
用
バ
ー
/
歩
行
支
援
用
具
/

安
全
つ
・
凧
/
ス
ロ
ー
プ
/
体
位
変
換
器
/

飼

呀

姪

高
齢
者
徘
徊
感
知
器
/
入

氈

渠

-

い
ず
れ
も
-

牛
骭

中
知
者
の
所
耨
に
応
じ
て
費
用

負
衵
が
あ
口
乖
T

。

申
・
問
先
=

各

福
祉
事
鵬
所
(

表
2
)

心
身
障
害
者
(
児
)

巡
回
相
談
(
予
約
制
)

日
時
=
9

月
9

日
南
、
午
後
7
3

時

場
所
=
竹
の
塚
障
魯
福
祉
館

対

象
H

心
身
に
障
害
の

菷
9
万

内
容
=

専
門
医
師
に
よ
る
補
装
貝
、
日
常
ま
活

用
貝
等
の

相
談

※
車
で
9

棄

場
は
、

で
癶
る

だ
け
こ

還
厚
ぐ
だ
さ
い

定
員
=

県
人

申
込
=
電

話
ま
政

憊

囗
で

予
約

期
間
=
7

月
2
9
E
～
R
月
6

日

申
・
問
先
=

各
碣
祉
事
務
所

簔
2
)

表2　 福祉事務所一覧

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
の
拡
大
に
伴
う
申
請
手
続
き

乳
幼
坦
医
療
賢
助
成
制
度
の
対
象
年

齢
の
拡
大
に
伴
い
、
l
擘
か
ら
厩
学
前

万
筬
に
な
っ
た
日
以
降
最
初
9
冫
月

l
u
ま
で
)
の
匐
盂
ん
の
い
戞
誉

庭
に
、
申
睛
s
等
を
送
q
r
だ
。
同

封
の
ご
案
内
に
添
っ
て
甲
膾
手

続
忝
を

し
て

ぐ
だ
さ
い
。
所
得
判
定
峇
仔
い
、

9
月
唏
亀
Q
灣
に
、
哂
粡
甎
阻
内
の
力

に
は
、
s
医
9
饗
气
所
得
超
逼
の
方

に
は

、
別
痞
皿
知
念

胥

汞
7

。

※

申
請
手
続
蓆
か

な
い
と
篋

療
証
の

交
付

が
で

空
再

人

期
限
=
t

」月
2
4日

間
先
=

児
罵
医
療
係

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
訟
頡
禾
禹
で
次
の
い
ず
れ
か
に

～

て
い
る
万

愛
の
手
憮
l
t

差
/
身
体
障
害
者
手

帳
F
・
7蠱
|

吽
筋
囂
―

―

方
、
児
童
が

鳫
設
入
所
し
て
い
る
場
合

は

支
給
さ
れ
ま
廿
ん

月
額
卩
1
万

、‘

千
沺
円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
=
2
0
塵

盃
″
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
嘩
害

憂

り
手
帳
L
L
a

度

ま
た
は
身
体
障
害
!
級
程

唇
を
も
つ
児
章
を
扶
一
U
て
い
る
万

※
次
錏
匹
当
す
る
場
命
に
は
支
給
さ
れ

ま
廿
ん
・
・
・
所
得
が
限
韲
両
T
l
り
/

児
璽
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児
童

が
璋
謇
跖
笛
と
て
9
公
的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
1
月
額
=
気
度
5
万

I
チ
励
円
/
中
度
3
万
t
千
m
円

-

い
ず
れ
も
-

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
豕
y
の
刄
お
問
い
合
わ
梦
`

だ
さ
い

。

申
・
問
先
=

氾
蓴
キ
当
係

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、ひ
と
ひ

で
悁
ん
で
い
る
'
yほ
あ
Q
畏
兀
か
。

経
験
裝
か
な
保
育
園
の
園
長
・
保
母
か

助一房
し
ホ
歹
祕
密
厳
守
)
。
相
談
方

法
は
電
岷
お
よ
び
廈
堺
手

。保
育
園

に
通
つ
て
い
な
い
方
で
も
ご
つ
ぞ

実

施
保
育
園
=
公
立
・
私
立
保
育
罘
全
園

相
談
日
=
毎
適
木
曜
日
、
午
前
1
0
蒔
I

乍
後
t
蒔
※
召
日
は
除
く
問
先
=

俣
育
指
導
扣
碼
汞
た
は
保
育
振
興
係

児童手当・特例給付・育成手当

現況届は、お済みですか

現況届は、毎年6 月に提出が義
務づけられています。この提出が
ない堝合は、6 月からの支給が停
止されますので、四 、お送りくだ
さい。 申・問先= 児童手当係

健
診
結
果
を

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る

高
脂
血
症
予
防
教
室

対
象
=

成
人
健
康
診
査

区
内
医
療
機

関
実
旅
ご

蕁

け

た
方

※
受
講
時
に

成
人
健
診
緕
渠
罘
晋
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
零
豕
す

定
員
=

各
4
0人
(

先

柵
順
)

申
込
=

電
話

日
時
・
問
先

等
=
表
3

表3　高脂血症予防教室

※ い ず れも2 日制

タ
ン
ク
水
の
水
質
検
査

禰
閖
に
ぶ
(
y
飲
料
水
の
事
幼
蔘
皀
ぐ

た
め
、
タ
ン
ク
(
受
水
槽
)
鳶
t
由
U

た
水
の
検
査
残
留
塩
素
濃
度
と
鉄

分
と
甬
節
泓
受
け
付
け
乖
y
。
検
査

希
望
者
は
、
よ
ぐ
洗
っ
た
容
器
に
数
分

間
流
し
た
あ
ど
の
水
を
`
昆
(
牛
乳
び

ん
L

木
)

程
度
入
れ
刄

時
間
を
零
か

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

日
時
=
7

月
猖
日
～
a
月
3
1
日
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

対
象
=

区
内
受
水
槽
胼

有
者
・
管
理
者
s

用
u

無
料

場
・
申
・
問
先
=

足
立

保
健
所
環
境

衢
牛
嵋

(―
)
4
1
5
1

千
僅
属

屏

環
境
塑

颪

(
-
)
1
7
7

保健所・保健相談所の講演会など

「外に出られない」「自室に閉じこもっている」など
若者の ひきこ もりへの対応 の しか た

一口にひきこもりといっても、そこにはいろいろな原
E咫7yあります。周匝k7) 人力冦EしくJ 璽角¥すること力廴叭畏自

解決の第一歩となります。日時=7月31日畄、午後1
眤刀分～3時a) 分講師=信哲信氏陳亰大学附属病院
。袖裲i み46 衂 定員しa) 人 場・申・問先= 千庄保
賤所83888- 4277

かいよう性大腸炎講演会
日時=7月X) 日困、午後2時～4時対象=かいよう性
大腸炎の方とその家族 講師= 羶籘裕班氏( 都矼駒込諤
胞猫見鏡科医師) 費用= 無料 申込= 電話 場・申・
問先=口 匕保健相談所 　3896- 4004

痴ほう高齢者と上手に付き合う
日時=7月31日函、午後1時a) 分～3時a}分対象=痴
ほう高齢者のいる家族の方苓褥&c4)ある方 内容= 痴ほ
う高亂名との具体的な接し方/ 介護者a らと身体の健康
を守る方法 講師= 松田修氏 大 四 大単c 理ヽ学科講1
蹄 定員=a) 人 費用=無料 場・申・問先= 江北保
湊目一 一 一0 ・

子供のかんしゃく、やだやだ、
どう付き合ったらいいの

日時=7月16日閑、午前1( 1寺～正午対象=1～3歳児
と保霞 者( 保育あり) 講師= 清水玲子氏 胯 Ξ 県立衛
皿 学獸戲 授) 定員=50 組 費用= 無料 場・申
・問先= 足立保健所03855- 41550 直通)

精神保健講演会
「親亡き後の社会支援について」

日時=7月18日ぐ圦午後1時a1分～3時a1分講師=野- 一一一
J - ヽ- =

無科 申込=電話 場・申・問先= 東和保鍵相談所
f 13ax3- 4171

「学校アルバム」「みんなのページ」などの 連載コーナ ーは、紙面 の都合により 休載します。　 《広 報課》 □ 介護支援専門員実 務研修受講の試験　 資格= 保健医 療福祉分野で5 年以上の実務経験がある方　試験日=9 月20日か27日　
願書の配布= 介護保険課、福祉事 務所、保健所、保健相談所　申込=7 月21日までに簡易書留郵送( 消印有効) 　 問先= 介護保険課
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催
し
物
ガ

イ
ド

青
年
セ
ン
タ
ーの

催
し

□
「
琉
球
の
風
に
ふ
か
れ
て
-
沖
縄
か

ら
学
ぶ
-
」

日
時
=
7
月
3
1
日
～
8
月
2
1
日
の
毎
週

金
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
内
容
=

沖
縄
の
歴
史
・
文
化
を
考
え
る
(
大
田

武
二
氏
)
/
沖
縄
の
女
性
と
沖
縄
社
会
(

鎌
田
久
子
氏
)
/
ゆ
っ
た
り
と
流
れ

る
時
間
(
大
田
武
二
氏
)
/
沖
縄
の
島

唄
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
(
な
び
ぃ
&
み
や

ぎ
)

対
象
=
高
校
生
以
上
の
方

定

員
=
5
0人

費
用
=
無
料

□
「
ハ
ー
ブ
料
理
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

日
時
=
7
月
1
8
日
出
、午
前
1
0
時
～
午

後
1
時

講
師
=
沢
津
節
子
氏
(
料
理

研
究
冢
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
)

対
象
=
1
0～
2
0代
の
青
年

費
用
=
8
0
0

円
(
材
料
費
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年

セ
ン
タ
ー
　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

千
住
夏
ま
つ
り

「
あ
そ
び
発
見
伝
」

日
時
=
7
月
1
9日
照
、
午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
1
時

場
所
=
千
住
元
町
団
地
1

・
2
号
棟
ピ
ロ
テ
ィ

※
荒
天
の
場

合
は
千
住
児
童
館
内

内
容
=
つ
く
ろ

う
コ
ー
ナ
ー
、
木
工
カ
ー
レ
ー
ス
、
ミ

ニ
シ
ア
タ
ー
、
お
店
等

申
込
=
直
接

会
場

問
先
=
千
住
児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

学
校
栄
養
士
会

「
学
校
給
食
展
示
会
」

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
=
7
月
2
4日

窗
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

テ
ー
マ
=
給
食
か
ら
学
ぶ
食
生

活

内
容
=
子
ど
も
の
体
と
健
康
、
体

験
、
栄
養
相
談
等

問
先
=
学
校
栄
養

士
会

富
山
(
保
木
間
小
学
校
)

(
3
8
8
4
)
0
4
1
6

ま
た
は
保
健
給
食
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

第
1
回
夏
休
み

親
子
実
験
教
室

水
道
水
・
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
・

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
な
ど
の
性
質
を
調

べ
な
が
ら
、
身
近
な
水
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。
日
時
=
7
月
2
2
日
南
・
2
3
日

南
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
場
所
=

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住

の
小
中
学
生
の
親
子
(
小
学
4
年
生
以

上
は
子
供
だ
け
で
も
可
)

内
容
=
実

験
等

定
員
=
2
0組
(
先
着

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ

ー
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

郷
土
博
物
館

紙
す
き
体
験
教
室

手
す
き
に
よ
る
(
ガ
キ
づ
く
り
で
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
(
ガ
キ
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
=
7

月
2
6
日
聞
、午
後
1
時
～
4
時
対
象

=
小
学
3
年
生
以
上
定
員
=
2
0
人

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
(
重
複
無
効
)

期
限
=
7
月
1
4日

必
着

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
R
y

海の日
足
立
合
唱
連
盟

第
1
8回
合
唱
祭

日
時
=
7
月
2
0日
側
、
午
後
1
時

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

費
用
=
無
料

問
先
=
足
立

合
唱
連
盟
事
務
局
・
芳
尾

(
3
8
8
4
)
5
5
0
7

ま
た
は
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

三
曲
(
琴
・
三
弦
・

尺
八
)
夏
の
夕
ベ

日
時
=
7
月
1
8日
出
、
午
後
6
時

場

所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

費
用
=
無
料

問
先
=
足
立
区
三
曲
協
会

田
村

(
3
6
0
3
)
7
5
4
0

ま
た
は
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

現
代
美
術

F
I
V
E

E
X
P
R
E
S
S
I
O
N
S
展

5
人
の
芸
術
家
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。

日
時
=
7
月
2
2
日
～
3
0
日
、正
午
～
午

後
7
時
(
最
終
日
は
午
後
5
時
)

場

所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
=
申
込
方
法
　
期
限
=
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
=

会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

花 だより

合 歓 木

別
名
を
ネ
ム
リ
ギ
(
眠
り
木
)
と
い

い
、
夜
に
な
る
と
ま
る
で
寄
り
添
っ
て

眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
葉
を
閉
じ
る

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

万
葉
の
時
代
「
昼
は
咲
き

夜
は
恋

ひ
寝
る

合
歓
木
の
花

君
の
み
見
め

や

戯
奴
さ
へ
に
見
よ
」
と
、
紀
女
郎

が
年
下
の
大
伴
家
持
に
戯
歌
を
贈
っ

て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

人
々
に
親
にま
れ
て
き
た
夏
の
代
表
的

な
植
物
で
す
。

夏
の
夕
刻
、
細
い
紅
の
錦
糸
を
束
ね

た
よ
う
な
、
繊
細
で
か
わ
い
ら
じ
い
花

が
開
き
ま
す
が
、
枝
の
上
の
方
に
あ
る

た
め
濃
い
緑
の
葉
に
遮
ら
れ
て
あ
ま
り

目
立
ち
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
満
開
の
と
き
、
ま
る
で
綿

毛
よ
う
な
ネ
ム
の
花
に
は
、
人
を
優
し

い
気
持
ち
に
し
て
ぐ
れ
る
な
ん
と
も
い

え
ぬ
風
情
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ム
ノ
キ
の
あ
る
公
園
…
葛
西
用
水

親
水
水
路
(
郷
土
博
物
館
横
)

《
公
園
緑
地
課

》

※
盆
踊
り
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。公

園
の
占
用
申
請
は
お
早
め
に

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ
り

ま
す
が
、
興
味
深
い
字
が
多
い
た
め

紹
介
し
て
い
ま
す

平成10年4 月1 日

足立区まちをきれいにする条例施行

たばこ・空き缶・ガム・紙くず
などのポイ捨て、犬のふんの放置
は区内全域で禁止となりました。
みんなできれいな住みよいまち
をつくりましょう。
問先= 地域振興課美化推進

3880- 5111㈹ 。

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

「エ
イ
ズ
を
と
も
に
考
え
よ
う
」
と
い

う
内
容
で
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
も
結
構
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
作

品
は
、
表
彰
し
ま
す
。

※
応
募
さ
れ

た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

規
格
=
大

き
さ
…
四
つ
切
り
大
(
5
4㎝
×
3
8㎝
)

縦
方
向
の
み

色
彩
・
図
柄
・・自
由

※
標
語
を
一
つ
選
び
必
ず
記
入

標
語
=

①
も
っ
と
話
そ
う
よ
、
エ
イ
ズ
の
こ

と

②
一
緒
に
考
え
よ
う
、
エ
イ
ズ
の

こ
と

③
H
I
V
/
A
I
D
S
(

エ
イ

ズ
)
と
も
に
生
き
る
た
め
に

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

申
込
=

電
話

期
限
=
9
月
釦
日

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
エ
イ
ズ
相
当

〒
1
2
1

・
0
8
2
2

西
竹
の
塚
l
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

A-Festa'98通信

森 が笑
っ て る

、

広 場 が
踊って る

!

10 月 10 日(土) 11( 日)

すでに森と広場をステージに
まつりを企画中です。また、
記念グッズとなるTシャツは8
月から販売する予定です。
お楽し みに!

協賛企業募集中

会場
● 元渕江公園
● 足立区総合スポーツセンター
● 淵江高校
● 北千住駅西口ひろ ば等

区民まつり委員会事務局( 地域振興課育成係)

スケッチあだち
このコーナーではまち の情報・話 題を

お待ちしていま す。

問先= 広報 係　3880- 5111 ㈹

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

～
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
～

◎ 松 田 勝 さ ん と 玉 ノ 井 親 方 の サ イ ン 入 り 色 紙

は 、 そ れ ぞ れ 村 上 房 子 さ ん( 辰 沼 在 住) と 田

下 春 美 さ ん( 江 北 在 住) が 当 選 さ れ ま し た 。

お め で と う ご ざ い ま す 。

未然の防犯対策
強盗模擬訓練実施! !

足立北郵便局

もし郵便局で強盗事件が起きた
ら… そのときの心がまえを身 につ
けるために、6 月15日、午後4 時
から足立北郵便局で模擬訓練が行

われました。
来局 のお客さ んも、「この よう

な訓練はとても必要。安心し て利
用できますね」 とのこと。綾瀬警
察署員演じる強盗犯に、郵便局 内
に緊張感が走り ました。郵便局 の

防犯対策は万全。安全こそ真のサ
ービスですね。

訓練 後、「日常訓練の 積み重ね
が防犯対策に必要ですね」という
講評に、郵便局員も納得

▲ 「本当の事件? 」と、
びっく りするほど、全員
が真剣に取り組む模擬訓
練

楽しみながら役立つことを

第20回
新田チャリティーゴルフ大会

6
月
4
日
、
毎
年
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
荒
川
河
川
敷
の
都

民
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
。
新
田
都
民
ゴ
ル

フ
会
の
皆
さ
ん
約
2
0
0人が
参
加
し
、
早

朝
か
ら
次
々
と
グ
ル
ー
プ
で
出
発
。
天

気
が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
雨
は
降
ら

ず
、
ゴ
ル
フ
を
す
る
に
は
最
適
の
日
に
。

「
雨
が
降
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
よ
」「
い

や
あ
、
今
日
は
調
子
い
い
ね
」
と
和
気

あ
い
あ
い
。

腕
前
を
競
い
つ
つ
、
地
域
の
敬
老
会

・
保
育
園
・
子
供
会
へ
当
日
の
参
加
費

の
一
部
と
日
常
の
募
金
を
併
せ
て
寄
付

し
ま
し
た
。

▲ ねらいを定めて

▲ ナイスショット

古紙配合率70% を使用していま す A. Hi . 　240, 000


